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（吉尾文彦 環境政策課長） 

環境政策課長の吉尾でございます。た

だいまから足立区環境基金審査会を開催

いたします。 

審査会は、会場とオンラインを併用

した会議となっております。 

ご発言の際は、なるべくゆっくり、は

っきりを意識していただきますようご協

力をお願いします。 

オンラインでご参加の委員の方がご意

見、ご質問等ある場合は、挙手ボタンで

お知らせください。会場参加の委員の方

は挙手をいただき、進行いただく会長か

ら指名いたします。 

また今回の審査会では、ペーパーレ

ス化を目的とし、配布資料を iPadで共

有しています。お一人につき４台机上

に置かせていただいております。１台

は資料確認用として、残りの３台は審

査用としてお使いいただきます。現在

は eco U-30専用タブレットを開いてお

りますが、それぞれの審査の際、事務局

がタブレットを置かせていただきます。

審査用タブレットはそれぞれ事前にい

ただいた評価を入力しておりますので、

変更がある方はその都度、ご修正をい

ただければと思います。ご不明な点が

ございましたら、職員が控えておりま

すのでお声がけお願いいたします。 

それでは、倉阪会長、よろしくお願い

します。 

（倉阪秀史 会長） 

倉阪でございます。よろしくお願い

します。 

 今回、U-30 の募集をしたところ、か

なり申請があり、時間的に厳しい審査

会になっております。皆さん、ご協力を

いただければ幸いでございます。本日

は、委員定数９人のところ、７人出席し

ておりますので、会議が成立している

ことを報告いたします。会場参加が５

人、オンライン参加が２人、欠席が２人

です。 

次第の１、委嘱状の交付についてで

すが、今回一部の委員の異動があった

とのことですので、委嘱について事務

局からお願いいたします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

 事務局でございます。今回、区議会か

ら推薦いただく委員２名の異動がござ

いました。 

委嘱状は机上にご用意させていただい

ておりますのでご紹介をもって交付に

替えさせていただきます。 

 まず、石毛かずあき委員です。続いて、

佐藤あい委員です。 

 よろしくお願いいたします。委嘱状

の交付と新委員の紹介は以上となりま

す。 

（倉阪秀史 会長） 

次に本日の議事録署名人の指名をさ

せていただきます。会場にお越しいた

だいている石毛委員と岡田委員を指名

したいと思います。皆様、よろしいでし

ょうか。 

（異議なし） 

それでは、よろしくお願い致します。 

続いて次第の３、資料の確認、会議公

開規定の取り扱いについて事務局から

お願いいたします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

それではまず、資料を確認します。事

前に送付またはタブレットに共有して

いる資料として、本日の次第、委員名簿、

環境基金助成申請一覧、評価の考え方

と採択の基準（案）、評価項目シート、



3 

 

申請書類 12団体分でございます。 

続いて、会議公開規定の取扱いにつ

いてご説明させていただきます。足立

区環境基本条例の規定により、「審査会

の会議は公開とするが、議決があった

ときは、非公開とすることができる。」

となっております。 

前回までの審査会では、申請内容を

評価、審査することは、公開になじまな

いことや、公開とすることで申請者が

傍聴する可能性も出てきてしまうこと

から、審査に関する部分は非公開とす

ることを決定しております。今回の審

査会においても引き続き審査は非公開

とさせていただくということでよろし

いかご確認をお願いしたく思います。 

（倉阪秀史 会長） 

ただいま事務局から説明があったと

おりでございます。本審査会は議決に

より非公開とすることが出来ます。 

eco U-30とファーストステップは書

類審査のみなので非公開とし、一般助

成については、申請者のプレゼンテー

ションや質疑応答までは公開をして、

その後の審査については非公開とする

のが従来のやり方でございます。こち

らで進めたいと思いますが、ご意見は

いかがでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、審査の部分は非公開とさ

せていただきます。 

 続いて、審議の諮問について、事務局

からお願いします。 

（荒井広幸 環境部長） 

 はい。それでは私の方から代読をさ

せていただき、諮問書をお渡しさせて

いただきます。 

（諮問書 朗読） 

よろしくお願いいたします。 

（倉阪秀史 会長） 

承りました。ただいま諮問をいただき

ましたので、今回は 12件の申請について

審査をしたいと思います。 

それでは次第の５、評価の考え方と採

択の基準について、事務局から説明をお

願いします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

 まず、評価方法について説明いたしま

す。評価の考え方と採択の基準（案）を

ご覧ください。 

 タブレットでご覧の方は、資料フォル

ダ内の３評価の考え方と採択の基準（案）

をご覧ください。 

申請は eco U-30助成、ファーストステ

ップ助成、一般助成に分かれます。 

eco U-30助成、ファーストステップ助

成は書類での審査、一般助成はプレゼン

テーションと質疑応答がございます。今

回は区が設定する課題対応型部門への申

請がございました。それぞれ評価のポイ

ントを記載しておりますのでご確認くだ

さい。 

評価項目のうち６項目は３部門共通で、

２項目は部門ごとに異なります。全８項

目を０から５までの６段階で評価します。

３以上の評価であれば、その審査項目は

基準を満たしていると判断されます。 

なお、eco U-30 助成につきましては

今回からスタートした新しい部門となり

ます。部門別評価に記載のとおり、「若

年層が中心となる活動であるか」、「若

年層の環境意識の向上、行動変容につな

がるか」の視点で評価をしていただけれ

ばと思います。 

評価コメント欄には、活動内容や経費

の視点から、評価する理由や、評価しな
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い理由、または「疑問点」や「条件を付

けたいこと」などのコメントをご入力く

ださい。採択・不採択をご検討いただく

際に使用いたします。 

審査は、会場でご参加の委員はタブレ

ットから入力を行っていただきます。オ

ンラインでご参加の委員につきましては、

事前にお送りしたＵＲＬからアクセスの

上、入力をお願いいたします。 

次に採択について説明いたします。 

集計作業終了後、評価の集計結果とコ

メントをスクリーン上に公開します。そ

の結果を踏まえ、各申請について１件ず

つ協議いただき、採択・不採択を決定し

ていただきます。 

採択の目安は全委員の合計が、６割以

上、つまり平均３以上の評価としますが、

例えば５割以下の点数を付けた委員がい

る場合など、評価にばらつきがある場合

は協議のうえ採択、不採択を決定してい

ただきます。また、活動の一部のみ認め

ること、助成金の使途を限定するなどの

条件を付けるときは、皆様のコメントな

どを考慮して、協議のうえ決定いただき

たいと考えております。 

今回、一般助成の申請案件については

全額助成の申請となっております。通常、

助成対象経費の２分の１が助成額となり

ますが、今回の申請は課題対応型ですの

で、助成対象経費の全部を申請すること

ができ、審査会が特に優秀と認めた場合

は全額の助成を認めることとなります。 

案件によっては、審査が難しいことも

あるかもしれませんが、公費を使っての

助成でございます。学識、区議会議員、

区民それぞれのお立場や視点で審査をお

願いいたします。 

以上事務局案について説明いたしま

した。 

事務局からは以上でございます。 
（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございます。 

簡単に整理しますと、０点から５点ま

での６段階で評価をし、意見があれば、

自由記述欄に記入していただきます。 

採択の目安は全委員の合計が６割以上

で、各項目の評価が３以上です。ただ採

点にバラつきがある場合は、その場で議

論をするという形にしたいと思います。 

評価、採択について、ご意見やご質問

があればお願いします。 

（異議なし） 

ありがとうございます。それでは、評

価と採択の基準は、事務局案のとおりで

進めさせていただきます。 

審査に移る前に一点確認をいたします。

委員の皆様の中に、本日の申請者と利害

関係のある方がいらっしゃいましたら、

挙手をお願いします。 

（挙手なし） 

利害関係者なしと確認しました。 

それでは、次第の６、eco U-30助成の

書類審査に進みたいと思います。 

タブレットでご覧いただく方は該当の

申請書を開いてください。 

それぞれについて意見交換を行いたい

と思います。 

【評価については非公開】 

続いてファーストステップ助成の書類

審査に移ります。 

タブレットでご覧いただく方は申請書

フォルダから該当の申請書を開いてくだ

さい。ファーストステップ助成も書類で

審査をします。それぞれについて意見交

換を行いたいと思います。 



5 

 

【評価については非公開】 

（倉阪秀史 会長） 

続きまして、eco U-30 助成の採択・不

採択をまとめます。 

受付番号１「身近な環境保全について

学び、実践」は不採択、受付番号２「第

18 回クリスマスフェスタにおける環境

活動」は採択、受付番号３「足立区内ス

ーパーマーケット環境調査」は採択、受

付番号４「親子で学べる体験教室」は不

採択、受付番号５「多世代ごちゃまぜの

ゴミ拾いイベントの開催とコミュニティ

の創出」は採択、受付番号６「メイプル

シロップを生み出す里山の環境づくり」

は採択、受付番号７「地球を共有するた

めの環境への学びと取組み・エキシビシ

ョン」は不採択、受付番号８「環境問題

への意識を向上させる会」は採択となり

ます。 

続きまして、ファーストステップ助成

の採択・不採択をまとめます。 

受付番号９「有機農業の環境保全効果

と足立区内オーガニック食材取扱店 MAP 

を記載したチラシ制作と発信」は不採択、

受付番号 10「カヌーで川の清掃活動プラ

ス生物・水質調査」は採択、受付番号 11

「あだちコーヒーエコアクション」は採

択となります。 

続きまして、一般助成の審査です。事

務局から申請者の入室のご案内をお願い

いたします。 

（申請者入室） 

（倉阪秀史 会長） 

それでは、申請内容について８分間程

度でご説明をお願いします。終了のタイ

ミングで事務局からアナウンスいたしま

す。その後約１０分で質疑応答をさせて

いただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

（アサヒユウアス株式会社 堀江氏） 

「あだち Coffeeloop プロジェクトの

立ち上げ、ローカルサーキュラーエコノ

ミーの構築」ということで、アサヒユウ

アスからご説明させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

あだち Coffeeloop プロジェクトの活

動の概要についてご説明をいたします。

足立区内のコーヒーかすをバイオマスプ

ラスチックにアップサイクルして循環さ

せていく、プラットフォームを作ってい

きたいと思っております。足立区のカフ

ェ等から抽出されるコーヒーかすを福祉

連携で回収させていただき、コーヒーカ

ップや、マイボトル等の日用品にアップ

サイクルして日常へ普及を目指し、循環

型のサイクルを回していこうというプロ

ジェクトでございます。 

活動の目的です。足立区内のカフェ、

企業から排出されるコーヒーかすを、ゴ

ミではなく資源として再利用していき、

廃棄物として焼却されるコーヒーかすを

削減します。目標は平均月 60キロの回収

量を目標に進めていきたいと思っており

ます。コーヒーかすの回収活動につきま

しては、足立区内の福祉作業所さんと連

携させていただいて、地域との関わり、

就労の機会を創出していくというところ

を狙っていきたいと思っております。ま

た、回収したコーヒーかすをアップサイ

クルした、カップやマイボトルを開発し、

足立区内のカフェや企業で活用すること

で、使い捨てのプラスチックや、紙コッ

プを削減していきたいと思っております。

目標としては年間１万 2 千個のプラスチ

ック容器の削減を目指したいと思ってお

ります。また、足立区内でマイボトルの
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啓発、浸透を行い、区内におけるＳＤＧ

ｓの意識醸成を計っていきたいと思って

おります。 

活動エリアは、北千住あるいは足立区

ＳＤＧｓ未来都市の綾瀬を中心に活動を

していきたいと思っております。 

アップサイクルのプロダクトは、画像

で載せさせていただいているようなカッ

プやマイボトルを開発させていただきま

して、足立区内のカフェや企業、ホテル、

大学などでの活用を推進していきたいと

思っています。 

マイボトルの活用推進ということで、

テイクアウト用のプラスチック容器をマ

イボトルに切り替えていこうといったと

ころを推進し、マイボトルを使っていた

だいた特典というところの企画や展開、

あるいはマイボトル推進企業として、POP

やステッカーを配布させていただきます。

マイボトルのデザイン等は、足立区民に

愛されるようなデザインを展開していき

たいと思っております。 

また区民向けの啓発セミナーという事

で、今回は一般社団法人ゴミプロジェク

トのマシンガンズの滝沢様と企画をさせ

ていただきまして、足立区内の若年層の

環境意識を高めるという活動に繋げてい

きたいと思っております。 

またマイボトル等を活用した取組みと

しまして、足立区内のマイボトル用ウォ

ーターサーバー設置場所のご案内や、そ

れを活用する事でプラスチックの３Ｒの

重要性を知ってもらう場にしていきたい

と思っております。そうした活動によっ

て循環型社会あるいは地域環境保全の活

動に取組むきっかけを、啓発セミナーを

通じて持ち帰っていただきたいなという

ふうに思っております。 

また啓発活動をもう１つです。小・中

学校での出前授業ということで、現在、

区内の 10 校、約 1,300 名のところを対

象に開催をしていきたいと思っておりま

す。若年層に比べて、環境意識の低い 30

代～50 代の方々に出前授業で学んだこ

とを子どもたちから伝えてもらう。児童

から保護者に伝えてもらうことで環境意

識の向上を親子で図っていくという取組

みにしていきたいと思っております。 

最後はスケジュールになります。９月

から開始をさせていただきます。まずは

オリジナル商品の設計、開発、企画を進

めさせていただきたいと思っております。

同時並行で、連携させていただく福祉事

業所様の募集、選定をさせていただきな

がらオリジナル商品の製造をしていきま

す。12月位から販売準備が出来るような

形の進め方をしていきたいと思っており

ます。こちらのプロジェクトに賛同いた

だくカフェや企業の方には、９月以降、

様々な企画をご紹介させていただいて、

１店舗、１店舗、プロジェクトの参加企

業様を増やしていきたいと思っておりま

す。 

最後に啓発セミナーと企画も９月から

始めさせていただき、年明けの１月～２

月に順次開催させていただけるような準

備を図っていきたいと思っております。 

少し駆け足になりましたが、我々アサ

ヒユウアスからのプロジェクトのご紹介

をさせていただきました。ありがとうご

ざいます。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございます。 

それでは、ご意見、ご質問のある方は

挙手をお願いします。オンラインの方は

手を挙げるボタン押してください。いか
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がでしょうか。 

（石毛かずあき 委員） 

計画されたリサイクル製品の製造に関

して、また小学生を対象として、それを

保護者にまで拡大されて行う取組みにつ

いては大変感銘を受けます。 

まず１つは御社がこれを行おうと思っ

たきっかけは何ですか。 

（アサヒユウアス株式会社 堀江氏） 

ありがとうございます。 

やはり脱炭素というところを少しでも

社会的に貢献していきたいという思いの

中で、廃棄物になっているものを極力減

らしていきたいと考えたときに、コーヒ

ーかすをアップサイクルして、循環型に

していこうというところで、こういった

プロジェクトを考えさせていただきまし

た。 

（石毛かずあき 委員） 

御社ほどの企業であれば、例えば社会

的責任がある中で、ＣＳＲの活動として、

ご自身の事業としてやれれば社としても

非常にいいイメージを持たれると思いま

すが、補助金を対象として行うメリット、

目的は何でしょうか。 

（アサヒユウアス株式会社 小原氏） 

アサヒユウアスで事業責任者をしてい

る小原と申します。おっしゃるとおりで、

アサヒビールやアサヒ飲料といった大き

な会社のＣＳＲ取組みとするという道も

あると思います。 

ただＣＳＲの取組みは、分かりやすく

いうと本業の売り上げが少し調子が悪く

なったりした時に、取組みとしてやめて

しまうことが結構あります。 

我々としては継続していきたいという

思いで、このようなこと自体を事業とす

る為にアサヒユウアスという小さい会社

を作っています。なので、継続性を持た

せたいというのがアサヒユウアスでやる

お答えです。 

今回、補助金を申請させていただいた

のは、シンプルにアサヒユウアスが小さ

い会社なので、そんなに資金が潤沢では

ないです。もちろん黒字化していかない

といけないので、資金面での援助をいた

だきたいというのが１つです。 

２つ目の目的の方がウエイトとしては

大きいのですが、このようなプラットフ

ォーム的な取組みというのは地域との連

携が肝です。そのようなことをする時に

足立区から認められた、お墨付きをいた

だいた取組みということになると、非常

に広げやすいということがあります。そ

の２点で申請をさせていただいておりま

す。 

（石毛かずあき 委員） 

非常に丁寧で正直なご返答で本当にあ

りがとうございます。 

１つのテーマとしては、福祉施設との

連携というふうに出ておりますが、既に

何かアクションを起こされているんです

か。それともこれからですか。 

（アサヒユウアス株式会社 堀江氏） 

まだこれからになりますので、どうい

った福祉作業所さんと連携させていただ

く可能性があるのかといったところにつ

いてこれからご相談させていただいて、

可能な限り、一緒にやっていきたいと思

っています。 

（石毛かずあき 委員） 

ありがとうございます。 

（アサヒユウアス株式会社 小原氏） 

少しだけ補足をします。実は墨田区の

方ではコーヒーかすを対象とした活動を

行っていて、福祉作業所と連携もしてお
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ります。 

一年程行って我々のノウハウというか、

上手く連携する方法が分かってきました

ので、そちらを活かして足立区の方でも

やりたいと思っております。 

（石毛かずあき 委員） 

ありがとうございます。 

（倉阪秀史 会長） 

他にご質問等はございますか。 

岡田委員お願いします。 

（岡田将和 委員） 

 ご提案、ありがとうございます。 

墨田区でやられているということです

が、足立区の企業や福祉事業所など色々

な事業者があると思いますが、どういっ

たところにあたりを付けていらっしゃる

か教えていただきたいと思います。 

（アサヒユウアス株式会社 堀江氏） 

ありがとうございます。 

基本的には足立区のカフェや企業を対

象に進めていきたいと思っております。

具体的には少しずつお声掛けはさせてい

ただいている状況で、スライドでいきま

すと、５スライド目になります。現時点

の参加予定で書かせていただいておりま

すが、八重洲コーヒー様、ＬＵＳＨコー

ヒー様、後は北千住マルイ様や、ご相談

のレベルですが足立成和信用金庫様にお

声掛けをさせていただいております。ど

んな共創の仕方が出来るか、参加の仕方

等についてご相談をさせていただいてい

るという状況でございます。 

（岡田将和 委員） 

ありがとうございます。 

やはり墨田区とは隅田川を渡ればすぐ

八広もありますし、連携も必要かと思い

ます。もっと足立区民の方に喜んでもら

えるような内容が入っているとより分か

りやすいかなと思いました。 

ありがとうございます。参考にさせて

いただきます。 

（倉阪秀史 会長） 

他にご質問等はございますか。 

町田委員お願いします。 

（町田怜子 委員） 

ご説明ありがとうございました。 

素晴らしい取組みで。コーヒーかすは

非常に私たち研究分野でも注目している

ところなので、こうやって社会実装が広

がるといいなと感じたところです。 

教えていただきたいのは、開発するプ

ロダクトの製作費も、事業費の中で作っ

ていく訳ですけれども、出来たタンブラ

ーを将来的に販売するとか、そういうこ

とはなく、出来たものはこの活動の為に

配っていく理解でよろしいでしょうか。 

（アサヒユウアス株式会社 堀江氏） 

ご質問ありがとうございます。 

今は販売を予定しております。という

のも、この補助金をいただいている期間

だけではなくて、ずっと継続して使って

いただきたいというところもありますし、

そういった面で我々も事業を続けていく

上で、今回は販売をさせていただきます。 

ただ今回の活動では、特別価格を設定

し、本来の価格ではない価格で販売をさ

せていただきながら広げていきたいと考

えております。 

（町田怜子 委員） 

分かりました。ありがとうございます。 

（倉阪秀史 会長） 

他にご質問等はございますか。 

私からの質問です。 

コーヒーかすのアップサイクルは、と

ても良い取組みですが、啓発セミナー97

万円というのが、アップサイクルのコー
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ヒープロジェクトと直接の関係が薄いよ

うな気がします。 

芸人さんのお話を聞いて喜ぶ人は沢山

いると思いますが、これがついてきた経

緯や、なくてはいけない理由を教えてく

ださい。 

（アサヒユウアス株式会社 堀江氏） 

ご質問ありがとうございます。 

我々もそこは悩んだところではござい

ますが、やはりせっかくマイボトルの展

開をしていくというところで、更には若

年層の方々に知っていただく機会を少し

エンタメの要素も入れながら、かつ、お

子様と保護者様の方で楽しんでいただき

ながらマイボトルであったり、環境への

意識というところを併せて我々のセミナ

ーでご紹介させていただくことで、より

身近に感じていただいて使っていただく

機会が多くなるのではないかという思い

でこのような企画を考えさせていただき

ました。 

（倉阪秀史 会長） 

セミナーが親子 100組ですよね。 

（アサヒユウアス株式会社 小原氏） 

今のところはその予定です。 

我々も２年間、地域との取組みをいろ

いろ行っておりますが、やはり非常に環

境意識の高い方々、サステナビリティに

対する意識の高い方々には非常に応援し

てもらえます。 

ただ、マスで捉えると興味がない方が

大半です。そういった方々に、Coffeeloop

はいい取組みなのでといっても頭にも入

らないというか、目にも留めてくれない

というのを２年間いろいろやっていて悩

んでいるところです。 

興味がない人にも知ってもらうきっか

けとして、エンターテイメントの要素を

入れていくのが効果的なのではないかと

考えた次第でございます。 

（倉阪秀史 会長） 

ざっくりこのイベントを行うのに、100

万かかっていて、100 組というと１組１

万円ですよね。それを別の形でやればも

っと広い層にアプローチ出来るのかなと

思います。会場の 100組だけではなくて、

例えばそれを何かのテレビの企画、ロー

カルなテレビを呼んできて何かやるとか、

何かもっと活用の仕方があるはずですよ

ね。そこは 100 組だけに 100 万円使うと

いうのは少し考え直した方が良い。 

どうせ呼んでくるのであれば、それを

使って何かのローカルなテレビ局の１つ

の番組でより広く見てもらうとか、何か

やりようがあるんじゃないかと思います。

100 万をかけて芸人を呼んでくるのであ

れば、それをもっと使って波及させる事

は出来るはずなので、少しもったいない

使い方だと思っています。 

（アサヒユウアス株式会社 小原氏） 

アドバイスいただいてありがとうござ

います。イベントの様子はもちろん収録

して YouTube の動画等にして残すという

のはやります。YouTube Live等で、オン

ラインで沢山の方に見ていただけるよう

に組もうと思っています。書面に書けて

いなくて恐縮です。 

後はおっしゃるとおりで、マスコミを

呼んでくるというのは仕掛けます。我々

は小さい会社ですけれども、一応アサヒ

グループの傘下になりますので、アサヒ

グループの広報部隊がテレビや新聞に対

して、こういう事をやるから来てくれ、

というふうにオファーが出来るんですね。 

そのような仕掛けをして、100 人の閉

じたイベントではなくて、広がりを持た
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せるようにいろいろやっていきたいと思

います。 

（倉阪秀史 会長） 

有効に活用していただきたいと思いま

す。公費を使う訳ですので、既存のもの

を持ってきて、100 人だけに聞かせるの

はやめていただきたいと思います。 

他にありますか。 

それでは質疑は以上になりますので、

こちらでアサヒユウアス様はご退席とな

ります。 

ありがとうございました。ご退出くださ

い。 

 （申請者退出） 

（倉阪秀史 会長） 

続いて、委員の皆様で意見交換をし、

そのうえで、評価をしていただきたいと

思います。 

【評価については非公開】 

（倉阪秀史 会長） 

それでは、一般助成の採択・不採択を

取りまとめます。 

受付番号 12「あだち Coffeeloop プロ

ジェクトの立ち上げ、ローカルサーキュ

ラーエコノミーの構築」は採択となりま

す。 

委員の皆様、ありがとうございまし

た。これで本日の審査は終了いたしま

す。 

審査結果は、事務局を通じて区長に答

申いたします。答申書については、時間

の都合もありますので、会長に一任いた

だく形で、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、私の方で答申書を取りまと

めます。最後に委員の皆様から何かござ

いますか。 

ないようですので、事務局から事務連

絡をお願いします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

 長時間にわたりご審議いただき、あり

がとうございました。事務局からのお知

らせです。 

次回の環境基金審査会ですが、令和７

年度第一期の申請についての審査会は２

月３日の午前中に開催する予定でござい

ます。詳細は１か月前頃にご案内させて

いただきます。次回は一般助成とファー

ストステップ助成になります。 

事務局からは以上です。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

これをもちまして、環境基金審査会を

閉会します。ありがとうございました。 

以上 




